
　午後からは、熊本県市青年部スタッフによる簡単な物で出来るおもちゃ作りが行われた。
今後の企画研修委員のスキルアップを含め青年部スタッフが自ら研修を行った。ＥＣＯを意識し
簡単な素材で子ども達が楽しめるおもちゃ遊びを企画し実践した。

　まず始めにダーナ保育園の守　大悟先生が研修を行った。
材料は、紙コップ、割り箸、ペットボトルの蓋、たこ糸など
どこでも手に入るような材料だ。この材料で子ども達が喜ぶおもちゃとはどうなるのか楽しみだ。

　紙コップに穴を開けテープで補強し割り箸を差し込む。そしてペットボトルの蓋。ペットボトルの
蓋は、糸をつけて横にテープで留める。そして色画用紙やマジックで飾り付けるとデンデン太鼓の
出来上がり！！保育士の先生達もそれぞれアイデアを出し可愛いデンデン太鼓を作りあげている。

　この他にも≪輪ゴムギター≫、≪クロレラ容器を使ったマラカス≫、≪牛乳パックのカスタネット≫
など様々な楽器が出来るが次回へ持越しとなった。

　次に研修する先生は、あゆみ保育園の田中晋輔先生だ。今年、熊本市青年部に入った若い先生
である。田中先生は、保育士としても活動しておりクラスも担当している。割り箸鉄砲を選んだきっか
けは「子どものころず～っと遊んでいた。子どもは、今も昔も関係なく楽しんでいる。伝統的なおもちゃ
の楽しさを伝えたい。」という想いがあり、あゆみ保育園の子ども達にもプレゼントとして割り箸鉄砲を
あげている。子ども達、特に男の子に人気があるだろう。
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　次の研修は、クリスマスの飾り付けにピッタリなゆらゆら
モビールだ。研修を担当する先生は、青年部企画研修部長
松尾保育園の福嶋　将人先生。
　最初作る段階では、何が出来るんだろうという期待感が持てた。

　折り紙を折ったり、それに絵を描いたりと過程を楽しんで出来る。多尐複雑な部分もあるが
バランスが命なので、バランスのとり方を考える勉強になる。また、飾り付けの仕方によって
どんな季節にも対応でき子ども達の個性も引き出せるいいおもちゃではないのだろうか。

　実践研修②もいよいよ最後となり
講師としてを務めるのは山鹿東保育園の
緒方　淳一先生が講義を行った。
　使用する材料は、厚紙、ビニールストローのみと尐なく簡単そうに思えたが六等分の仕方、
切り方、特に最後の羽の部分の角のつけ方でうまく飛んだり飛ばなかったりと苦戦する姿が
見られた。それでも青年部スタッフの援助もあり勢いよく飛んでいくオリジナルコプターは、
園庭で子ども達と一緒に大空高く飛ばしてみたいとおもう。



　今回の実践研修②では、前半、後半を合わせ保育士の先生達にとってとても良い研修が出来たの
ではないかと思います。先生達の楽しむ姿や笑顔が見られたことで不安が解消されました。子ども
達の未来のために何かを学ぶということは皆一緒です。これからも熊本市青年部は、それぞれの
園の垣根を飛び越え子ども達、先生達、保護者の皆様の笑顔が絶えないような活動をしていき
たいと思います。
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　明けましておめでとうございます。昨年度より熊本市青年部調査広報委員長という
大役を仰せつかり、拙い文章ですが無事完走出来たことを心より喜びたいと思います。
通常の保育をしながら青年部の実践研修を記事に纏め上げ、各保育園の先生方へ
発送するのはとてもプレッシャーがあり大変でした。それでも新しい保育園のリーダー
を育てる場は、青年部しかないという想いで記事を書上げて発送させて頂きました。
各全国大会の様子、分科会の内容、他県の保育園視察、御茶ノ水幼稚園視察など
青年部で行動した記事が書けなかった事が私的に心残りです。
　今年度は、熊本市青年部だけで全国大会を開催するように準備をしています。
この大会を無事に進め熊本大会も良かったと言っていただける様に全力を挙げて
取り組んでいきますのでご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

　尚、熊本市青年部ニュースレターは、一時休載させて頂きますのでよろしくお願い申し上げます。

調査広報委員長
北部中央保育園

　昨年は、青年部にお世話になって初めての年でしたが、調査広報委員として右も左も
わからないままあっという間に過ぎた一年でした。
　本年は、二年目ということでご指導ご鞭撻をいただきながら調査広報委員としてさら
に成長していきたいと思います。

小木保育園
　　　緒方　隼人

　昨年は、初めての調査広報で、力不足を実感し、やり残したことが多々あったので
今年は全力投球で公私共に頑張っていきたいと思います。
今年こそは結婚します☆

きよめ保育園
　　　沖田　照生

　昨年は、初めての調査広報員会ということで、実際の実践研修を第三者的な立場
からも見ることが出来、貴重な経験が出来ました。
　今年は、熊本で青年部の全国大会があることから、それに向けて準備、そして本番
でのレポートを全力で頑張りたいと思います。

第一幼育園

※カラー版のニュースレターも是非、ご覧下さい。
　　カラー版は、青年部ＨＰに掲載されています。
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